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＜参考＞ 

 

１．国際勧告等との関連 

(1)  本標準は、ＣＣＩＴＴ勧告１９８８年版Ｉ．５１１に準拠したものである。 

 

２．上記国際勧告等との相違点 

(1)  本標準は上記ＣＣＩＴＴ勧告に対して、下記の項目についての記述を削除している。 

(a)  ２０４８ｋｂｉｔ／ｓを１次群とする、通称２Ｍ系のディジタルハイアラ－キインタフェ－ス

に関する事項。 

(b)  １５４４ｋｂｉｔ／ｓを１次群とする、通称１．５Ｍ系のディジタルハイアラ－キインタフェ－ス

のうち、３次群としての４４７３６ｋｂｉｔ／ｓに関する事項。 

 上記項目 (a)， (b)につき削除した理由は、１５４４ｋｂｉｔ／ｓを１次群とし、３次群を３２０

６４ｋｂｉｔ／ｓとし積み上げるディジタルハイアラ－キを採用している我国の現状による。上記 

(a)， (b)については、国内網間インタフェ－ス上において、将来的に国際接続との関わりが生じる場

合等があるものの、本標準では削除している。 

 

(2)  本標準の３章は、上記ＣＣＩＴＴ勧告草案に対して、今後の検討課題としている。理由は、関連

する標準について未審議のためである。 

 

３．改版の履歴 

 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 昭和６２年４月２８日 制 定 

第２版 平成 元年４月２８日 CCITT 勧告準拠年号の変更等 

   

 

４．工業所有権 

本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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１．本標準の規定範囲

　本標準は、ＩＳＤＮと他のＩＳＤＮもしくは他網とのレイヤ１における網間接続基本参照形態について

規定するものである。

２．基本参照形態

2.1　レイヤ１基本参照形態

2.1.1

　論理的に異なった網あるいは特別な設備を持つ各々の網提供者間の網間接続レイヤ１基本参照形態およ

びレイヤ１参照点Ｑを図２－１／ＪＴ－Ｉ５１１に示す。

2.1.2

　網間接続終端（ＩＴ；Internetwork  Termination ）は、網の適切な物理／電気的終端と、網の中継伝送

路区間、リンクおよび回線終端との両方に関係する機能群である。ここで、ＩＴの特定の機能は、１つま

たはそれ以上の装置部分から実現されうる。

2.1.3

　参照点ＱはＪＴ－Ｇ７０２に示されている装置インタフェースの１つとすべきである。Ｑの仕様は論理

的インタフェースＫ，Ｍ，Ｎのレイヤ１仕様の共通記述として用いうる。

2.1.4

　それぞれの網のディジタルリンクは、Ｑ点で終端されるべきである。

2.2　基本参照形態の物理的実現例

　図２－２／ＪＴ－Ｉ５１１は、参照点Ｑにおける物理的インタフェースの構成例を示している。図２－

２（ａ）／ＪＴ－Ｉ５１１は、中継伝送路区間の無いインタフェースを示し、図２－２（ｂ）／ＪＴ－Ｉ

５１１と図２－２（ｃ）／ＪＴ－Ｉ５１１は、中継伝送路区間があるインタフェースを示している。

2.2.1

　全ての場合において、参照点Ｑは装置インタフェースとして表わされる。

2.2.2

　ＩＴの基本機能は、種々の適用例において同じである。一方、付加機能は、以下の場合に応じて異なる

かもしれない。

－中継伝送路区間を持つあるいは持たない網間接続、

－２つの網提供者間で、従属同期や遠隔保守のような、主従関係を持つあるいは持たない網間接続。

３．レイヤ１網間接続機能

　今後の検討課題
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図２－１／JT-I511　ＩＳＤＮに関連する網間接続レイヤ１基本参照形態
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図２－２／JT-I511　物理的構成例
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